
国民生活センター主催相談員・行政職員向け 消費者教育に携わる講師養成講座

特別支援学校等に通う知的障害(軽度)のある生徒を中心とした若年者
及びその支援者への講座実施に向けて ①

受講者
の感想

2022年10月4日 国民生活センターの講師養成講座をCサポで担当させていただきました。今年度は42名の参加で、
大変盛況でした。

於：国民生活センターin相模原

・事前打ち合わせ、情報収集の大切さ、子供たちの記録に残る手法、さまざまな「お金」もまつわるケー
ス紹介、ぜひ活かしていきたい。
・これまでの経験が生かされたお話に、特別支援学校へ出向く際のたくさんの知恵をいただいた。

午前の部 9：30～11：３0 【江國講師の講座】

知的障害者、支援者に講座を届ける際には課題に
フィットし、リアリティのある「お金」の学びが必要で、

事前の情報収集がカギを握ります。

そこで、前半はどのような情報収集が必要か、どうやっ
て入手するか、具体的に説明しました。

後半は、支援者向け、当事者向けの模擬授業を実演し、
午後の授業案作成に向けて、具体的なイメージを持っ
ていただきました。



＜テーマ＞
知的障害（軽度）のある生徒やその支援者向け
消費者教育講座案を考えよう！

短い時間の中、プランニングシートを作成し、
グループワーク、発表と限られた時間で盛りだ
くさんのことを実施しました。
限られた時間でしたが、皆さん積極的に取り
組み、「地元に帰って生かそう！」という意欲の
高さが印象的でした。

・具体的にプランニングシートを書くことで、どのような講座ができるのか皆で確認し、イメージを作る
ことができた。
・グループの人たちとたくさん話をすることができ、知識が増えて、教材を作るのが楽しみになってきた。

国民生活センター主催相談員・行政職員向け 消費者教育に携わる講師養成講座

特別支援学校等に通う知的障害(軽度)のある生徒を中心とした若年者
及びその支援者への講座実施に向けて ② 於：国民生活センターin相模原

受講者
の感想

11：40～1５：30 【窪田講師による進行】



国民生活センター主催相談員・行政職員向け 消費者教育に携わる講師養成講座

特別支援学校等に通う知的障害(軽度)のある生徒を中心とした若年者
及びその支援者への講座実施に向けて

受講者
の感想

2022年10月3日 「知的障害者への消費者教育の重要性―知的障害者の特性と消費者トラブル事例を踏まえ―」

於：国民生活センターin相模原

・知的障害者への消費者教育の取り組みの必要性を改めて認識することができました。
・具体的な講座の場面のお話は日々、講座に向かう中で勇気をいただいた思いです。
・理解度の幅が広い生徒への講座の難しさも知りました。

2022年10月3日（月）13:00～15:30 【小野講師の
講座】
知的障害者と消費者トラブルについて、消費者庁や国民生活
センター調査にもとづく解説や、学校教育と社会教育の連携
の必要性、そして特別支援学校等に通う軽度の知的障害のあ
る生徒に向けた消費者教育についてお話ししました。

消費者庁の特別支援学校（高等部）向け教材「ショウとセイコと
学ぼう！大切な契約とお金の話」について、授業実践にもと
づく留意点も検討しました。


